
地域防災から考える
鳥取市の地域共生社会

～いのちを守る行動ができる～

第１回鳥取市地域共生社会推進会議
（鳥取市地域まるごと会議）

令和６年１１月１８日



鳥取市地域共生社会推進会議（鳥取市地域まるごと会議）

【趣旨・背景】
地域共生社会を推進し、地域における課題解決や新たな社会資源創出のための総合調整等を行う

「鳥取市地域共生社会推進会議（地域まるごと会議）」を令和５年10月に設置しました。
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【設置要綱より】

①地域包括ケアシステムの全市的な推進を図ります。
誰もが住み慣れた地域で、自分らしくいつまでも生きがいを持ちながら、安心して暮らすこと

ができるよう、社会的孤立の広がりを背景として複雑化、深刻化、潜在化する様々な生活課題を
抱え、支援を必要とする人の早期発見に努め、支援に繋げます。

②あらゆる関係機関による分野を超えた密接な連携を図ります。
あらゆる関係機関等が分野を超えて密接に連携し、地域の現状や課題の把握に努め、施策の検

討や総合的な調整を行います。

所掌事務
・各分野の総合調整、情報交換や連絡協議に関すること。
・地域の現状や課題の把握に関すること。
・施策の検討や市役所庁内会議への提案に関すること。
・その他、推進会議の設置目的を達成するために必要な事項に関すること。

組織
・委 員 長：副市長
・副委員長：市民生活部長、福祉部長、健康こども部長



鳥取市地域共生社会推進会議（鳥取市地域まるごと会議）
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＜令和５年台風第７号に関する行動・意識調査の結果について（まとめ）
令和６年２月１４日政策推進会議資料より＞

今回の調査で、「支援者の方に熱心に避難の声掛けや移動の支援をしてもらってありがたかっ
た。」、「町内会の方や防災会の方が訪問してくださり安心できた。」などの意見や、今後について
「隣近所で協力して避難したいと思う。」、「近隣住民と仲良く声かけあっていこうと思う。」、
「常日頃から町内会の人達と仲良くすごくことが大切。」など、まさに避難行動要支援者支援制度が
目指す姿が現れていると考えられる。

避難行動要支援者支援制度の普及促進に向けて、自治会や民生児童委員など地域への協力とケアマ
ネジャーなどの福祉専門職への協力を呼び掛けているが、今後は、要支援者本人へ働きかける方策
（フレイル予防教室での研修会、障がい者団体等への研修会など）を検討していく必要がある。（自
助の重要性）

地域共生社会実現に向けた取組の中で、「地域の防災力」をテーマに庁内関係課で検討していく予
定であり、避難行動要支援者支援制度の普及促進についても、様々な角度から検討していきたい。

この地域まるごと会議においては、具体的な課題や市民の関心の高いテーマを設定して協議するこ
とが必要と考え、「地域の防災力向上」について検討することとしました。

＝地域の防災力向上の取り組みは、地域共生社会の推進に通じる＝

【経過】
令和６年３月１９日の地域共生推進連絡会議（担当者会議）において、地域の防災力をテーマにロ

ジックモデルの手法により検討を進めることとしました。
現在取り組まれている防災に関する施策・事業と課題を洗い出し、目指す姿（ありたい姿）を「い

のちを守る行動ができる」として、発災までの平時の取り組みについて、対象者を「一般・要配慮
者」と「要支援者（ハイリスク）」に分け、それぞれグループワークで検討を重ねました。



3

要配慮者

高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦、外国人など

避難行動要支援者

・身体障害者手帳1、2級
・療育手帳A
・精神障害者保険福祉手帳1級
・要介護3～5
・人工呼吸器使用等の難病患者又は小児慢性特定疾患児等

など

在宅の方で、自力避難が困難で、
避難にあたって特に支援を要する人

※鳥取市地域防災計画より抜粋



鳥取市地域共生社会推進会議（鳥取市地域まるごと会議）
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地域共生推進連絡会議（担当者会議）

所属 一般・要配慮 ハイリスク

庁外 鳥取県小規模多機能型居宅介護事業所連絡会 〇

東部医師会 在宅医療介護連携推進室 〇 〇

鳥取県社会福祉協議会 地域福祉部 〇 〇

鳥取市社会福祉協議会 地域支え合い支援課 〇

鳥取市社会福祉協議会 地域福祉課 〇

鳥取市ボランティアセンター・市民活動センター 〇

鳥取市 地域福祉課 〇 〇

長寿社会課 〇

中央包括支援センター 〇

障がい福祉課 〇 〇

保健総務課 〇 〇

保健医療課 〇

こども家庭センター 〇

危機管理課 〇

人権推進課 〇

中央人権福祉センター 〇 〇

協働推進課 〇

文化交流課 〇



地域共生社会 を 目 指 し た 地域 防災 [ 一般 ・ 要 配 慮 者 な ど ]

ありたい姿

い
の
ち
を
守
る
行
動
が
で
き
る

1.自ら避難することが
できる

2.助け合って避難する
ことができる

4.関係機関が協働し
て防災の仕組みがで
きる

最終目標

3.災害に強いまちづく
りができる

⑥ 地域食堂や民間事業者等と連携して災害に強いまちづくりを
推進する

① 多くの住民が防災の知識を得て自助の準備をすることができる
（2～3日分、マイ・タイムライン、いのちのバトン等を活用）

② 日頃から顔の見える関係や声をかけあう地域づくりができる
（地域サロンや地域食堂等の場、支え愛マップ等を活用）

③ 支援者ができる・支援者になれる
（個別避難計画を一緒に作る・一緒に逃げる）

中間目標

自
助

共
助
・
互
助

民
間

行
政

④ 子どもの時から地域防災や地域共生社会について理解を深める

⑧要配慮者の個々の特性に合った情報発信をする

⑨ 全庁的に「防災」をテーマに取組む

⑦ 地区公民館における災害時の役割や機能を整理する

⑤ 防災リーダーが増え、地域の防災力が高まる
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地域共生社会 を 目 指 し た 地 域 防 災 【 ハ イ リ ス ク 】

ありたい姿

い
の
ち
を
守
る
行
動
が
で
き
る

1.命を守るための準備がで
きている

4.一緒に逃げる人がいる
（避難時に支援してくれる
人がいる）

6.適切な情報を発信するこ
とができる

5.避難できる適切な場所が
ある

最終目標

個
別
避
難
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る

3.いざという時に助け合え
る地域となる

2.最適な避難場所（自宅避
難含む）を選択し、避難の
仕方を決定できる

中間目標

①命を守るために最低限必要なものを準備できる
（2～3日分、バッテリー・自家発電機等も含む）

③近隣と顔の見える関係ができ、助け合って避難
することができる（避難訓練も含む）

④支援者ができる・支援者になれる
（個別避難計画を一緒に作ることができる）

⑤個別性の高い支援に対応ができる避難場所・避
難方法の再構築（民間事業所も含む）

⑥個々の特性に合った適切な情報提供・共有の仕
組みづくり

②適切な情報を得ることができる
（避難所の特性、様々な制度・サービス、災害の
恐ろしさ、ハザード情報など）

自
助

共
助
・
互
助

民
間

行
政
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（１）地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながる社会
を目指します。

（２）何らかの支援を必要とする住民がいれば我が事として考え、お互いに助け合える地域を目指し
ます。

地域防災から考える鳥取市の地域共生社会（～いのちを守る行動ができる～）

目指す姿① 地域力の向上 声をかけ合い、助け合える地域づくり

【アウトカム（何が変わる）】
〇町内会、班単位等の親睦を深める活動をとおして、日頃から顔の見える関係が築かれています。
〇支え愛マップづくり*1等をとおして、地域防災の意識が高まります。
〇支援を必要とする人をほっておけない「おせっかい」が増えています。
〇地域食堂やつながりサポーター*2をはじめとした社会的孤立防止の取組を通じて、誰ひとり取り残さない地域

社会が構築されています。

【アクティビティ（働きかけ）】
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【アウトプット（まずどうなって）】
〇地域の町内会や班単位で行う地域づくりにつながる活動が活発に行われています。
〇防災学習や支え愛マップづくり、避難行動要支援者支援制度*3、避難訓練とが連動した地域防災プログラムが
構築され、啓発用教材が作成されています。

〇地域のサロンや地域食堂などの集いの場を活用して防災学習が行われています。
〇防災に係るコーディネーターが充実しています。



【用語の説明】
*1 支え愛マップ（づくり）

＊１

県社協HPより 8
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目指す姿② 民間と連携した災害時の支援体制の構築

【アウトカム（ （何が変わる） 】
〇ICTの活用により、適切な避難行動をとることができます。
〇移動手段がない要支援者も安心して避難することができます。
〇留学生や就労外国人も安心して避難することができます。

・民間事業者等と連携して、災害時に備え協力しあえる地域づくりを目指します。

【アクティビティ（働きかけ）】
〇防災アプリ、マイタイムライン*4の電子化を進めます。
〇被災者支援システム導入による個別避難計画の電子化を進めます。
〇多言語での防災情報や防災アプリの活用について周知・勧奨を行います。
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地域防災から考える鳥取市の地域共生社会（～いのちを守る行動ができる～）

【アウトプット（まずどうなって） 】
〇ICTを活用した災害情報の発信や緊急時の連絡手段が充実しています。
〇民間事業者と連携した、災害時の新たな支援サービスが生まれています。



＊4
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【用語の説明】
*1 支え愛マップ（づくり）

*2 つながりサポーター
*3 避難行動要支援者支援制度
*4 マイタイムライン
*5 個別避難計画
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目指す姿③ 次世代を担う人材の育成

・子どもの頃から地域防災を通して地域共生社会の理解を深め、次世代を担う人材育成を目指します。
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地域防災から考える鳥取市の地域共生社会（～いのちを守る行動ができる～）

【アウトカム（ （何が変わる） 】
〇中高校生が避難所運営の担い手となっています。
〇子どもの頃から地域福祉に関する意識が育っています。

【アウトプット（まずどうなって） 】
〇地域が実施する避難所運営訓練等に中高校生が参加しています。
〇中学生向けの地域の防災学習プログラムが作成されています。
〇防災学習プログラムを活用した防災学習が実施されています。

【アクティビティ（働きかけ）】



他自治体の防災教育プログラムの一例
※保健医療課 資料提供
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・一般避難所の設備拡充に加え、福祉避難所への直接避難など要支援者が安心して避難できる場の

創出を目指します。

目指す姿④ 様々な特性を持つ市民が災害時に安心して避難できる場の創出

【アウトプット（まずどうなって） 】
〇福祉避難所の設備、物資が充実しています。
〇一般避難所での避難生活が困難な方が、福祉避難所へ直接避難することができます。
〇医療的ケアが必要な方の発電機やバッテリー・蓄電池等の備えが充実しています。
〇民間事業者と連携した、災害時の新たな支援サービスが生まれています。 （目指す姿②の再掲）
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地域防災から考える鳥取市の地域共生社会（～いのちを守る行動ができる～）

【アウトカム（ （何が変わる） 】
〇様々な特性を持つ市民（医療的ケアが必要な方など）が安心した避難所生活を送ることができます。
〇移動手段がない要支援者も安心して避難することができます。（目指す姿②の再掲）

【アクティビティ（働きかけ）】
〇福祉避難所への直接避難等について検討するプロジェクトチームを立ち上げます。
・検討項目の想定：対象者の範囲、避難者数の推計、避難所の選定（施設所有者との協議）、

必要な設備・物資の品目、数量
発電機やバッテリー・蓄電池等の購入支援
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